
［法人の概要］ 令和６年７月１日現在

②

④ 028-625-7350

⑤

⑥ 基本財産 ３１３，５７５千円

（資本） （内訳）栃木県出資額  １８２，８０９千円  (58.3%)

市町出資額   ９０，０００千円  (28.7%)

   　　  その他     ４０，７６６千円  (13.0%)

⑦ 役職員数 県派遣 専    任 合    計 [情報公開]

理事 ＨＰ ＵＲＬ　:　https://www.tochizo.info
常　勤 0 

非常勤 2 8 10 

監事

常　勤 0 [監査等結果]

非常勤 2 2 名称 実施年月日 結果

職員

常　勤 1 1 2 

非常勤 0 R6.5.17

臨　時 0 [その他特記事項]

⑧常勤職員の 30代 60代～ 平均年齢

年齢構成 1 60.5才

［主な事業の事業費・概要等］ （千円、％）

事業名 R4 事業概要 [財務指標] R3 R4 R5

8,039 自己資本比率 正味財産合計/資産合計×100 98.2 97.9 97.5

49.3 流動比率 流動資産合計/流動負債合計×100 393.7 447.6 252.2

6,224 有利子負債依存度 有利子負債/資産合計×100 0.0 0.0 0.0

38.1 管理費比率 管理費/経常費用計×100 10.6 10.4 10.2

66 人件費比率 人件費/経常費用計×100 69.4 66.4 62.2

0.4 独立採算度 106.3 102.5 90.9

全体事業 16,317

「臓器移植」は病気や事故によって臓器が機能しなくなった人に、他の人の健康な
臓器を移植して機能を回復させる医療で、各種の臓器不全に苦しむ方にとって大き
な希望となっています。そのうちの腎臓移植を見ましても、栃木県内だけで約200名
の方々が長い期間移植を待っておられます。当協会では臓器移植に対する社会全体
の理解を深め、より臓器移植を推進するため、県民の皆様への普及啓発や臓器提供
の意思表示の推進及び適正な臓器移植のための支援事業を行っております。
　また、臓器移植は臓器を提供する方と受ける方を中心に、それぞれに関わる医療
スタッフや移植コーディネーター、そして御家族の善意により成り立っており、高
度で専門的な医療技術はもとよりプライバシー保護等複雑で多面的な配慮が必要で
す。そのため当協会は、専門的知識技能を有する県移植コーディネーターを擁する
県内唯一の団体として、他の団体にない特色・独自機能を活かして、今後とも本県
の適切な臓器移植の推進に取組んで参ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年７月　理事長　小沼一郎

県内中核病院の院内移植コーディネーターと協会の県コーディネーターとのメールによる情
報交換体制構築済（今後も維持強化）
県コーディネーターの日本臓器移植ネットワーク研修のWeb化や緊急時の情報収集等に適切に
対応するため、契約通信データ量の上限変更・無制限化済

法人立入検査(健康増進課) R4.1.26 特記すべき指導・指摘事項なし

財政的援助団体等監査(監査委員) R5.2.3 団体の運営は、設立目的に沿って適正に執行されたものと認
められた。

事業報告及び、計算書類・その附属明細書・財産目録ともに
適正であることを示している。

臓器提供者(家族)や関係機関との連絡調整、臓器提供者等・協
力医療機関への感謝状等贈呈、移植希望者の登録時検査費用の
助成等

臓器提供者に係る連絡調整・臓器
提供希望者への情報提供及び移植
登録支援事業

プロバスケットボールチームとタイアップしたオリジナル意思
表示カードの作成配布を始めとした様々な普及啓発活動や児童
生徒等を対象とした出前講座「命の学習会」の実施等

臓器移植に係る普及啓発
及び意思表示推進事業

臓器移植推進協会だより（年度機関紙）
ツイッターなど

17,018

（経常収益計＋経常外収益計－県
からの補助金収入）/（経常費用計
＋経常外費用計）×100

〈公益財団法人栃木県臓器移植推進協会 から県民のみなさまへ〉

～20代 40代 50代

1 

臓器提供の意思表示の推進、臓器提供が適正に行われるための支援を行い、
県民の健康及び福祉の向上に寄与する。
①臓器提供に係る意思表示の推進に関する事業
②臓器移植に関わる医療機関の体制支援に関する事業
③腎臓病及び臓器移植に関する調査研究、研修、広報事業

R5

その他
(情報誌・
ＳＮＳ）

協会監事監査

協会委嘱の院内移植コーディネーター（県内19病院・35名）へ
の研修等活動支援、病院での臓器提供シミュレーション指導を
含む相談対応等の連携強化事業

事
業
１
事
業
２
事
業
３

155

0.9

8,647

50.8

5,974

35.1
臓器移植に関わる医療機
関の体制支援事業

① 団  体  名 公益財団法人栃木県臓器移植推進協会

設立年月日 平成4年4月1日 ③代表者 理事長　小沼　一郎

所 在 地 等 電話

総額

県OB 県現職 他団体等

設 立 目 的

事 業 内 容

宇都宮市昭和1-3-10県庁西別館



[収支決算書（令和５年４月１日から令和６年３月31日まで）] （単位：円）

基本財産運用収入 2,219,570 事業費 15,278,284

受託事業収入 11,301,000 管理費 1,740,418

補助金収入 400,000 予備費 0

受取利息 1,116
寄附金収入 1,540,907

当期収入合計（A） 15,462,593 当期支出合計（C） 17,018,702

前期繰越収支差額 1,350,367 当期収支差額（A-C） △ 1,556,109

収入合計（B） 16,812,960 次期繰越収支差額（B－C） △ 205,742

[貸借対照表（令和６年３月31日現在）] （単位：円）

流動資産 流動負債

　 普通預金 2,970,226 預り金 409,770

定期預金 1,000,000 未払費用 1,170,983
未収金 16,315

固定資産 固定負債

器具備品 1 退職給付引当金 6,289,929

基本財産 310,964,823

特定資産

退職給付金引当資産 6,289,929 事業実施上の課題

組織・財務上の課題

負債合計 7,870,682

正味財産 313,370,612

（うち基本財産） 311,964,823

（うち当期正味財産増加額）

正味財産合計 313,370,612 得点率の推移 R4 R5 R6
321,241,294 321,241,294 ─

新型コロナの５類移行に伴い、ほぼ通常の規模・内容で事業を実施することができた。
〔街頭キャンペーン等各種PR活動の通常実施、命の学習会(７回開催・724名参加)、院内
コーディネーター研修（３回実施）、理事会・評議員会・専門委員会（透析委員会及び企画
委員会）の対面開催等〕。　また、県内で２件の脳死下での臓器提供があり、協会所属の
県コーディネーターが準備段階から医師や院内コーディネーターと連携して様々な連絡
調整等を行った。

臓器移植を推進するための県民への知識・意識の普及啓発や、適切な臓器提供のため
の県コーディネーターを中心とした県内医療機関との連携も綿密かつ効果的に行われて
いると考える。

組織については、現在の体制をより強化するための適切な人材の確保・育成が必要であ
る。財務については、事業が通常ベースの規模・内容に戻ったことに伴う経費増に加え、
物価高騰や国債の金利低下が財務状況に影響を与えており、引き続き基本財産の安定
的運用、効果的な募金運動の展開、事業効果を低下させない範囲での経費節減等が必
要と考える。

現在の体制をより強化するため、関係各所からの情報等も踏まえながら、適任者の採用
に努めていく。
現下の金利情勢を踏まえた安定的な財産運用及び、適切な財務管理に努める。
引き続き、様々な機会を捉えた普及啓発や適切な臓器提供に向けた医療機関との連携
を推進する。

財務健全化の傾向 5 10 40%

法人が行っている事業と当初
の設立目的が適合しているか

法人経営の方針や事業の実施
目標等を設定し、それらに沿っ
た運営を行っているか等

組織､人事､財務等の内部管理
体制が適切に整備･運用され､
かつ情報公開による透明性の
確保が適切か

（主に組織運営健全性・
財務健全性化の傾向の評
価を基に作成）

法人の財務状況が健全化
傾向にあるか（前々年度・
前年度の平均値と比較）

合計 20 33

88%

収 入 の 部

資産合計 負債及び正味財産合計

支 出 の 部

資 産 の 部 負 債 及 び 正 味 財 産 の 部

10

4

［自己評価］

（主に目的適合性・業
務改革の姿勢の評価を
基に作成）

課題に対する今後の取
組の方向性

県現職派遣の理由、必
要性の評価

83%

前年度の法人運営につ
いての自己評価（振り
返り）

［評点集計］
評価の視点 評価項目数 評点 満点 得点率

目的適合性 5 10 10 100%
10 100%

組織運営健全性 5 9 10 90%
業務改革への姿勢 5

財務健
全化の
傾向

40 83%

目的適
合性

業務改
革への
姿勢

組織運
営健全
性

0
2
4
6
8

10
目的適合性

業務改革への姿

勢

組織運営健全性

財務健全化の傾

向

運営評価レーダーチャート



該当法人のみ作成［継続検討項目に対する取組状況］

法人 所管部局

該当法人のみ［過去の指摘事項に対する取組状況］

法人 所管部局

― ―

継続検討項目

指摘事項

○他団体との統合等を含むあり方の検討
　臓器移植を推進するためには、県民の理解を深めることはもとより、医師の理解、協力の下、医療機関における臓器移植医療の体制を構築する
ことが重要である。
　こうした観点から、他団体との統合等を含め、効果的な事業推進に資する運営形態の検討と関連団体の理解に向けた協議を進める。

［R4行革委員会報告書（個別法人に対する評価等）]
➤方針では保健福祉事業団との統合を掲げたものの、法人相互の事業目的の違い、協会関係団体の反対等から統合交渉が進んでいない現状にあるが、協会の組織
や財政基盤の脆弱性を踏まえれば、協会は県と協議しながら、事業団を含む他団体との統合等による体制整備の検討を早急に進める必要がある。

─

当協会は理事長が県医師会長であることから、県医師会はもとより、県透析医会・県腎
臓病患者友の会等とも連携協力できている。また、県内中核病院と県コーディネーター
間にも緊密な情報交換・連携体制が構築されている。これらを維持しつつ、県コーディ
ネーターを増強するなど、事業を効果的に推進できる体制の充実に努めていく。

現在の体制下で、本県の臓器移植におけるコーディネーターの病院等との連絡調整は円滑に
行われていると考えている。県としても、法人と協力しながら、県コーディネーターの増強
等、法人の組織体制の強化策を検討していく。



政策目標

県の役割

法人の自己評価に対する意見

［総合評価］ ［R4行革委員会報告書（個別法人に対する評価等・継続検討項目以外）]

総合的所見

計

県内の臓器移植医療の体制を維持・強化していくためには、関係機関との連携の下、協会の事業運営体
制の向上・強化が必要であることから、県コーディネーターの増強など、法人の組織体制の強化策を引
き続き検討していく。

　「命の学習会」をはじめとする各種普及啓発活動や医療機関等と
の連絡調整を適切に実施し、円滑な移植医療の実施に貢献した。
　一方で、県内の臓器移植医療体制を維持・強化していくために
は、県コーディネーターの増強など、協会の体制強化が必要である
ことから、引き続き県と連携しながら検討を進められたい。また、昨
今の金融環境により基本財産運用益が減少傾向にあることから、
財政基盤の強化についても併せて検討されたい。

B

効果測定指標 目標値
効果
測定R4 R5

750 105 1877 724

指摘事項

臓器移植推進事業

県
が
期
待
す
る

役
割
の
実
現
状
況

➤院内コーディネータ―への研修事業、臓器移植に関する普及啓発事業の効果向上のため、デ
ジタル技術の積極的活用等について検討する必要がある。

B

実績

命の学習会・出前講座
実施者数

今後の連携･
見直し方針

R3
事業概要

財
政
支
出
状
況

（
千
円

）

なし

［所管部局評価］
臓器移植に関する普及啓発の促進及び臓器移植体制
の構築

指
定
管
理

施設名
Ａ

県
と
法
人
の

役
割
分
担

協会や関係機関と連携・協力し、臓器移植に関する
普及啓発活動等を効果的かつ効率的に実施する。

委託料 11,354

法人に期待す
る役割

円滑な移植医療実施のため、医療従事者や県民への普及
啓発活動及び臓器提供発生時における関係機関との連絡
調整活動を行う。

11,354 11,301

その他

Ｂ Ｃ Ｄ
なし

区分 令和６年度予算額 令和５年度決算額

11,301

補助・交付金

貸付金

B

新型コロナの５類移行に伴い、ほぼ通常の規
模・内容で事業を実施することができ、臓器移
植に係る普及啓発・連絡調整という目的を十
分に達成したと考える。
これまでの事業を通じて得られた経験や連携
は協会独自の強みであることから、これらを活
かしたより効果的な事業展開を図っていくこと
を期待する。

管理運営状況評価（Ｒ４）

県が期待する役割の達成

R5
達成率

97%


